
灘

戒

ご

五

戒

誰
拠
膿
魍
耀

⇔

佐

藤

謙

一

五

婬

戒

Aウ

概

説

(近
代
心
理
學
上
の
問
題

こ
し
て
、
性
本
能

ご
宗
敷
本
能

こ
の
關
係
及
び
、
性
的
愛
ご
宗
敷
的
愛

ご
の
關
係
等
に
就

て
論
せ
ら
れ
、
又
性
愛
を
廣
義

に
解
し
て
、
子
の
親
に
封
す

る
愛
.
親
の
子
に
樹
す
る
愛
、
異
性
間
の

愛

等

こ

な

し
、
其
の
中
子

の
親
に
封
す

る
愛
が
最
も
宗
敷
戚
情

ご
密
接
な
關
係
が
あ
る
等
ご
論
ぜ
ら
れ
て
居

る
が
、
斯
か
る
愛

は
情
的
宗
激
に
封
し
て
は
い
ざ
知
ら
す
、
意
的
の
修
行
を
根
本

ご
ず

る
自
畳
の
宗
敷

に
於

て
は
さ
し
陀
る
重
大
問
題

で
は
な
く
、
寧
ろ
か
、
る
愛

の
繋
縛
よ
り
脱
す

る
所

に
、
眞
に
自
由
境

へ
の
飛
躍
が
あ
る
ご
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

叉
思
容
期
ご
密
接
不
離
の
關
係

に
あ
り
ご
さ
れ
る
回
心

(OO
口
くO
鴨盟
O
旨
)
に
就

て
も
、
其
の
時
期
が
性
に
目
畳

め
る

時
期
は
帥
ち
自
我
に
目
畳

め
る
時
で
あ
り
、
自
我
の
轄
回
し
て
行
く
時
代

。×
℃
碧
ωδ
亭
亀

。・。罵
で
あ
つ
て
、
從
來
の

可
塑
性
が
こ
わ
さ
れ
て
総

て
に
圭
観
的
批
刺
を
向
け
ん
ざ
す

る
時
期
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
帥
ち
此

の
碕
期
に
あ
つ

輝

戒
と

五
戒
(二
)

五
一



麗
戒

と

五
戎
(二
)

五
二

て
は
、
自
己
及
び
肚
會

に
封
し
て
懐
疑
の
目
を
以
て
見
、
現
實

ご
理
想
ご
の
混
齪
を
來
し
、
常

に
新
し
い
物
を
求
め

て
止
ま
漁
時
で
あ
る
ご
同
時
に
宗
敷
に
封
す
る
反
省
を
持
ち
、
解
決
を
宗
激

に
迄
求
め
ん
こ
す
る
時
期
で
あ
る
。
そ

こ
に
彼
等
が
宗
教

へ
の
歩
み
を
見
出
す
ご
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。

愛
欲
が
人
間
苦
の
根
本
で
あ
う
、
人
間
を
有
爲
界

に
繋
縛
す

る

一
大
勢
力
な

る
こ
ご
は
十

二
縁
起
を
見

て
も
明
な

こ
ご
で
、
愛
あ
れ
ば
取
あ
り
、
取
あ
れ
ば
有
あ
り
ご
。
愛
取
は
惑
に
し
て
、
惑
に
よ
つ
て
有
、
有
は
業
に
し
て
こ
の

業

に
よ
り
て
生
あ
り
、
生

あ
れ
ば
老
死
の
苦
境
を
出
現
す

る
の
で
あ
る
。
故
に
佛
陀
は
先
づ
愛
欲
を
離

る
、
を
以
て

修
行
の
第

一
歩

こ
な
し
、
愛
欲

の
尤
も
甚
だ
し
き
も
の
は
色
欲
な
り
こ
し
異
性
よ
り
相
離

る
、
事
を
力

説

せ

ら

れ

忙
。
律

に
於
け
る
波
羅
提
木
叉
の
篇
、
腱
度
篇
等
を
見
て
も
そ
の
大
宇
は
男
女
間
の
不
行
跡
を
誠

め
ら
れ
托
も
の
で

あ
る
。

一
面
印
度
の
氣
候
風
土

の
關
係
上
斯
る
犯
罪

の
多
か
り
し
に
依

る
な
ら
ん
も
亦
他
面
異
性
間
の
色
欲
、
肉
的

懸
愛
の
修
行
生
活
上
、
大
な
る
障
擬
物

ご
思
惟

さ
れ
て
居
把
事
が
わ
か
る
。
そ
の
他
佛
陀
の
暉
定
を
櫓
凝
臥
し
だ
悪
魔

の
名
を
、
欲
樂
、
失
懸
、
渇
求
(
欲
求
、
情
欲
)i

(肪
鹸
緻
)
等
に
し
て
呼
ぱ
る
、
を
見
て
も
、
如
何
に
佛
陀
は
か
、

る
情
欲
を
悪
魔

こ
し
て
排
斥
せ
ら
れ
π
か
を
知
り
得

る
。
思
ふ
に
こ
の
異
性
間
の
執
着
は
甚
だ
強
固
な
も

の
で
あ
つ

て
、

一
切
の
執
着
を
離

る
べ
き
修
行
精
進

の
さ
ま
π
げ

こ
な
る
事
最
も
大
な

る
が
爲
で
あ
る
。
法
句
経
、
愛
欲
品
に

「
愛
欲
は
毒
草
の
如
く
、
負
け
な
ば
人
を
苦
し
ま
す
で
あ
ら
う
」
(現
在
意
課
佛

敏
道
徳
輕
集
)

こ
の
事
は
猫
り
佛
激

の
み
で
は
な

い
。
基
督
激
に
於
て
も
修
道
上
重
大
視
し
把
も
の
で
、
修
道
院
を
初

め
て
建
設



し
羨

及
入
ア
ン
よ

ー
(〉
づ
夢
9
づ

ぶ
。己
いα
)
の
麺
き
も
、
轡

交
は
ら
ん
が
爲
め
に
南
埃
及
に
行
き
て
孤
猫
の

生

活

を

な

し
、
瞑
想

に
耽

り
、
所

疇
を
常

こ
し
、
婦
人

は
何
よ
り
も
誘
惑

に
な

り
易

い
こ
い
ふ
の
で
絶
封

的

に
婦
人

に
近
づ
く

を
禁
物

ビ
し

花
。
然

し

て
飲
食
睡

眠
等

に
制
限

を
加

へ
る
ご
共

に
性
欲

の
弱

少
を
は
か

つ
把
。

其

の
後
修
道

院
が
隆

盛

を
極

め
男
女
相
共

に
修

行
す

る
に
至
り

て
も
、
爾
青

は
決

し

て
直
接

に
交

際
す

る
事
を
許

さ
れ
す
、

大
聖

ア
ウ
グ

ス
テ

ヌ
ー

ス
(
>
gσq蕊
二
〇蕩
.

ωい㌣
ホ
o

)
で
す
ら
妹

こ
の
談
話

に
さ

へ
立
會
人
を
置

か
な
け
れ

ば
之
を
恣

に
は

な
さ
な

か
つ
花
ど
の

事
で
あ
る
。
「
そ
れ
甦

る
時
は
委
ら
す
嫁
芋

天

に
あ
る
神

の
使
等

の
如
し
。
」
(
操

輕

)

「
い。
司
o
鴇
貯

爵
o

器
ω蓬
希
o臨
o
p

夢
Φ
図

p
¢
津
ゴ
巽

ヨ
契
還
℃
⇔
o
『
碧
⑦
σq
貯
窪

ぎ

筥
碧
風
飴
σq
ρ

σ
ロ
け
錠
⑦
器

夢
o
彗
σq
Φぼ

o
鴨
O
o
儀
冒

び
$
〈
窪
」

(
名
o
≦

↓
oω鼠
ヨ
o鼻

ω
"

竃
9ほ
冨
≦

6
冨
℃
●
い
い
)

ざ
は
基
督
甦
生

後

の
言
葉

ご
さ
れ

て
居

る

が
、
要

は
天
國

に
入
ら

ん
が
爲

に
は
男
女
共

に
栓
的
生
活

を
離

る

べ
き
事
を

示
し

陀
も

の
で
あ

る
。
故

に
當
時

(
パ

ウ

ロ
時
代

)
の
信

徒
等

も
之
を
解

し
て
猫

身
は
婚
姻
生
活

よ
り
も
高
爾

に
し

て
功
徳

あ

る
も

の

ε
考

へ
そ

の
時
代

の

各
派

(σq
p
o。。9
幽。。B
・
U
o
o
亀
。。ヨ
●
嵐
輿
息
8
・
嵐
碧
冨
旨
向ωヨ
)
は
皆
制
欲

主
義
を
違
奉

し
π
。
竃
碧
9
8

の
如

き
は
絶
樹

的

に
婚

姻
を
禁

じ
、
入
類

が
絶
滅
す

る
に
至
れ
ば
萬
人

は
肉

を
去

り
て
雲

に
還

る
の
で
あ

る
か
ら

こ
の
上
な
き
幸
幅

な

り
ご
ま
で
考

へ
た
。

要
す

る
に
何

れ

の
宗

激

に
於

て
も
、
修
行

の
方
面

で
は
禁
欲

圭
義
を
奉

じ
、
特

に
愛
欲

の
絆

を
離

る

べ
き
事

を
第

一
こ
せ
し
を
知

ら

る
、
ε
同

時

に
、
・
佛
敷

々
團

に
於

て
出
家

の
者

に
は
絶
封

的
不
婬
を
働
行

し
、
漸

く
在
家

の
み

正

暉

戎

と

五

戒
(二
)

五
ミ



灘

戒
と

五
戒
(二
)

五
四

婬
を
許
さ
れ
π
る
所
以
も
首
肯
し
得
ら
れ

る
。

瑚

婬
戒

の
因
緑

(律
本
の
示
す
所

に
依
れ
ば
、
佛
敷
々
團
に
於
け
る
戒
律
制
定
の
噛
矢
を
な
す
も
の
は
こ
の
婬
戒

で
あ
る
。
そ
れ
は

須
提
那

(oo
¢
α
ぎ
轟
)
が
出
家
後
、
老
母
の
切
望
に
依
り
奮
妻
ε
交
は
り
し
に
端
を
登
し
て
佛
陀
が
制
戒
さ
れ
だ
も
の

ざ
さ
れ
て
居
る
。
こ
の
婬
戒
が
律
の
學
庭

の
最
初
な
る
事
及
び
其
の
因
縁
談
は
諸
律
共
に
相

一
致
す
る
所
で
、
唯
、

信
砥
律
の
み
が
名

ご
場
合
ご
を
異

に
し
「
毘
含
離
城
有
長
者
子
。
名
日
耶
舎
」
(
款
駈
臓
輕
二
呼
)
ε
い
ひ
耶
含
(
く
㊤
$
)
こ

な

つ
て
居
て
、
彼
飢
饒

の
爲
、
食
事
毎
に
家

に
蹄
つ
て
居

つ
把
が
其
の
時
母
に
再
三
強

い
ら
れ
て
妻

ご
交

つ
元
事
こ

し
、
更

に
進

ん
で
耶
舎
及
び
母
の
過
去
物
語
り
が
附
け
加

へ
ら
れ
て
居

る
。
今
律
中
可
成
り
詳
細
な

る
五
分
律
を
圭

こ
し
て
、
本
戒
成
立
の
大
略
を
記
せ
ぱ
次
の
如
く
で
あ

る
。

佛
陀
が
毘
舎
離

(<
・ω餌
5

に
在
り
し
時
、
其
の
近
傍
な

る
迦
蘭
陀
邑

(囚
巴
睾
審
冨
嚇
葛
)
の
須
提
那
な

る
者
爾
親

に
懇
願
し
て
漸

く
出
家
を
許
さ
れ
梵
行
を
修
す
る
事

ご
な
つ
花
。
彼
が
出
家
久
し
か
ら
す
し
て
世
飢
鰹
の
爲
、
托
鉢

得
難
く
な
つ
把
。
時
に
彼
思

へ
ら
く
我
が
郷
里
に
蹄
ら
ば
容
易
に
食
を
得

る
な
ら
ん
ご
。
乃
ち
諸
比
丘
を
蓮
れ

て
迦

蘭
陀
邑
に
蹄
る
。
父
母
之
を
聞
き
(四
分
律
で
は
父
巳
に
死

し
母
の
み
残
れ
り
と

)
須
提
那
の
妻
を
蓮
れ
て
共
に
彼
を
尋
ね
還
俗
を
す
、
め
陀
が

彼
途
に
聞
き
入
れ
す
。
敷

日
に
し
て
妻

に
月
水
を
見
陀
り
。
父
母
再
び
婦
を
蓮
れ
還
俗
し
て
現
世
の
享
樂
を
受
け
ん

事
を
奨
め
し
も
彼
復
肯
せ
す
。
父
母
已
む
な
く
し
て
曰
く

「
爾
錐
吾
子
。
今
爲
繹
種
o
違
我
以
道
。
夫
復
何
言
。
」
ご



て
此
の
上
は
麗
先
の
祠

の
爲

ご
財
物
を
官
に
奪
は
れ
ざ

る
爲
ご
の
故
を
以
て
彼

に
兇
を
求
め
妻
ご
交
は
ら
ん
事
を
請

ふ
。
須
提
那
獣
然

ざ
し
て
命

を
奉
じ
婦
ご
共
に
家
に
鰭
り
本
室

に
於
て
三
度
行
婬
し
、
後
績
種
こ
い
ふ
男
兇
を
畢
げ

把
。
彼
行
婬
後
自
ら
悔

い
て
意
氣
消
沈
し
梵
行
を
樂
し
ま
す
、
同
學
の
比
丘

怪
し
み
て
彼

に
正
す
。
彼
事
實
を
以
っ

て
之

に
告
ぐ
。
輻

々
し
て
そ
の
事
が

佛
陀
の
耳
に
入
り
佛
乃
ち

種
々
須
提
那
を
呵
責
し
、
「
寧
以
身
分
内
大
火
坑
若

毒
蛇

ロ
。
不
雁
以
此
鯛
女
人
身
。
汝
所
犯
悪
永
倫
生
死
云
云
。
」

ご
。
最
後
に
戒
文
を
定

め
て
、
「
若
比
丘
行
婬
法
。

得
波
羅
夷
不
共
佳
」
(大
正
藏
、
二
十
二
、

律
部
一
ノ
=
二
頁

)
ご
。

以
上
は
第

一
因
縁
の
筋
道

の
み
を
記
し
陀
も
の
で
あ
る
が
、
各
律

に
よ
り
多
少
文
章
上
の
差
異
あ
る
は
ま
ぬ
が
れ

な

い
。
然
し
て
斯
く
定
め
ら
れ
だ
戒
文
は
其

の
後
色

々
の
犯
罪
者

が
出
る
に
及
び
其
の
度
毎

に
壇
補
訂

正

せ

ら

れ

彪
。
其
の
第

一
の
場
合
は

佛
含
衛
城
に
在
り
し
時
、
阿
練
若
比
丘
が
猿

ご
交
り
し
を
誠
め
て
、
「
若
比
丘
行
婬
法
乃

唖
至
共
蓄
生
。
得
波
羅
夷
不
共
佳
。
」
ご
訂
正
さ
れ
、
次
は
比
丘
等
が
、
白
衣
外
道

の
殺
、
盗
、
婬
、
飲
酒
、
食
肉
等
を

行
す
る
を
羨
望
せ
し
を
誠

め
ら
れ
、
第
三
は
孫
陀
羅
難
陀
が
梵
行
を
樂
ま
す
、
臼
衣
外
道

に
な
ら
つ
て
殺
盗
婬
種
々

の
悪
事
を
な
せ
し
を
以
て
、
彼

に
自
四
掲
磨

に
よ
り
滅
濱
を
な
さ
し
め
、
最
後

に

「
若
比
丘
共
諸
比
丘
同
學
戒
法
。

戒
巌
不
捨
行
婬
法
乃
至
共
畜
生
%
是
比
丘
得
波
羅
夷
不
共
佳
。
」
ご
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

右
の
中
雌
禰
猴
ご
交
は

る
話
し
は
四
分
律
十
諦
律
等

に
も
同
檬
な
も
の
が
出
て
居

る
が
四
分
律
に
は
其
の
他
、
毘

含
離
の
蹟
闇
子
比
丘
が
梵
行
を

樂
ま
す
家
に
蹄
り
て
其
の
婦
ご
交
り
し
事
を
記
し
、
佛
陀
は

「
若
比
丘
共
並比
丘
}同

輝
戒
と

五
戒
(二
)

五
五



灘

戒

と

五

戒

(
二
)

五
山ハ

戒
。
若
不
捨
戒
。
若
戒
巌
不
鳶
笹

。
犯
'ネ

浄
行
一行
姪

欲
法
一。
是
比
丘
波
羅
夷
不
丑
ハ佳
一」
(吠
征
識
鷺
量

ガ
律
)
ご
。

戒
文
を
増
補
さ
れ
犯
專
を
記
し
、
僧
砥
律

に
於
て
は
他
律

ご
相
似
た
る
因
縁
談

の
外
に
特
殊
な
る
も
の
ざ
し
て
、
難

提
比
丘
が
天
女

に
魅

せ
ら
れ
て
死
馬
ご
行
婬
せ
し
話
を
記
し
、
佛
陀

の
制
戒
ざ
し
て

「
乃
至
非
人
中
亦
犯
波
羅
夷
不

共
佳
」
(
大
正
藏
三
十
二
、
律

一
ノ
ニ
、
二
三
三
頁
)
ざ
さ
れ

て
居
る
。
同
律
に
は
更
に
難
提
比
丘

の
過
去
世
物
語
そ
の
他
種

々
の
比
丘
犯
行
を

の
せ
、
或
は
女
人
の
非
道
に
於

て
な
し
、
或
は
黄
門
ざ
婬
を
行
じ
、
ヌ
は
自
己
行
欲
、
自
口
中
行
婬
等
数
多
の
事
件

を
列
畢
し
て
居

る
。

以
上
事
柄
を

一
舟
列
垂
す
る
の
繁
を
さ
け
陀
る
が
要
す
る
に
、
比
丘
が
種

々
の
揚
合
色

々
な
樹
象
を
求
め
て
不
行

跡
を
な
し
陀
る
そ
の
度
毎
に
之
を
禁
じ
ら
れ
、
戒
文
の
増
捕
訂
正
が
行
れ
忙
も
の
で
あ
る
。
其

の
鋤
象
こ
な
る
も
の

ざ
し
て
臓
、
人
、
非
人

(鬼
人
天
入
)
、
畜
生
の
三
者
を
あ
げ
其
の
中

の
男
性
、
女
性
、
黄
門

(譲
囎
賭
叡
灘
)
の
何
れ
ε
行
す
6

も
不
可
。
行
婬
の
所
と
し
て
は
三
所
即
ち
大
便
道
、
小
便
道
、
口
、

の
三
つ
を
華
げ
て
居
る
。
律
文
に
は
更
に
波
羅

夷
こ
な
る
場
合

ε
な
ら
訟
場
合

ご
を
詳
細

に
記
し
、
眠
時
、
醇
時
、
狂
時
、
散
齪
心
時
、
病
壊
心
時
、
死
時
、
畷
孚

時
、
は
波
羅
夷
。
過
孚
時
(牛
ば
以
上
轍

は
れ
た
る
時
)
骨
時
の
時
不
浮
を
出
せ
ば
信
獲
罪
、
出
さ
ね
ば
愉
羅
遮
。
ヌ
入
時
受
樂
、
出

佳
不
受
、
出
時
受
樂
。
入
佳
不
受
、
佳
時
受
樂
等

の
規
定
を
な
し
、
出
入
佳
時
郡
て
不
受
樂
な
れ
ば
犯

こ
な
ら
兎
ご

さ
れ
、
或
は
叉
比
丘
、
比
丘
尼
は
波
羅
夷
、
式
叉
摩
那
、
沙
彌
、
沙
彌
尼
は
突
吉
羅
。
例
外
芝
し
て
不

犯

の

場

合

は
、
狂
心
、
齪
心
、
病
壊
心
、
初
作
等
の
時
巴
さ
れ

て
居
る
。



要
す
る
に
若
し
比
丘
婬
欲
の
心
を
登
し
、
己
が
男
根
を
以
て
上
述
の
封
象
諸
虚
の
中
何
れ
か

一
虜
に
入
れ
る
な
ら

ば
総

て
波
羅
夷
こ
な

る
の
で
あ
る
。
以
上
は
圭
こ
し
て
波
羅
夷

ざ
な
る
も
の
に
就
て
い
め
る
が
此
の
他
信
残
罪

に
は

入
る
者

.
或
は
そ
れ
よ
り
も
輕
き
罪

こ
し
て
、
男
女
間
の
問
題
に
就

て
は
詳
細
を
極
め
て
各
律
中

に
述

べ
ら
れ
て
居

る
。
今
は
直
接
必
要
な
き
を
以
て
、
か
＼
る
も
の
は
是
を
省
き
、
婬
戒
成

立
の
概
略

ご
其
の
大
要
ご
を
記

せ
し
に
止

め
る
o

O

大
乗
に
於
け
る
婬
戒

(前
節

に
於
て
原
始
僧
團
に
於
け
る
制
戒
の
因
縁
を
述

べ
把
の
で
あ
る
が
、
元
よ
り
具
足
戒
中
四
波
羅
夷

の

一
ε
し

て
小
乗
大
乗
を
通
じ
て
婬
戒
の
典
擦
ざ
な

る
も
の
た
る
事
は
云
ふ
迄
も
な

い
。

∵
此
の
戒

の
第

一
に
制

せ
ら
れ
た
理
由
は
、
こ
の
種
の
非
行
者
が
最
初

に
出
で
π
る
を
以
て
な

る
事
は
明
か
な
事
で

あ
る
が
、
之

に
就

て
「
梵
綱
戒
義
疏
集
註
」
に
「
若
二聾
聞
非
梵
行
在
7初
者
人
多
起

レ過
故
。
地
繋
煩
衡
重
故
制
ひ之
」
(畑
淋

難
吠
操
罐
騨
)
ご
、
殺
生
は
性
罪
で
は
あ
る
が
出
家

の
者
は
此

の
罪
を
犯
す
こ
ご
稀
で
あ
り
、
且

つ
防
断
し
易
き
も
、
婬

は
起
り
易
く
且

つ
人
を
欲
界

に
繋
縛
す

る
こ
ご
最
も
大
な
る
が
故

に
之
を
最
初

に
制
し
た
る
な
り
ご
、
理
の
上
よ
り

婬
戒
の
最
初

に
置
か
れ
だ
る
事
に
就
て
論
じ
て
居
る
。
叉
「
梵
綱
戒
本
疏
紀
要
」
巻
三
に
も
智
度
論
の
語
を
引
き
同
榛

な
る
事
を
述

べ
て
居
る
。
「
婬
欲
心
錐
レ不
〃憐
剛衆
生
一。
心
繋
縛
故
爲
二大
罪
一也
。
」
ご
。
こ
れ
等

の
語
は
本
戒
制
定

に
封

す
る
佛
陀
の
意
を
伺

ふ
に
足
る
も
の
な
り
ざ
言

ふ
事
が
出
來
や
う
。
然

る
に
大
乗

に
在
つ
て
は
自
己
の
修
行
よ
り
も

暉

戒
と

五
戒
(二
)

五
七



輝
、戒

と
五
戒
(二
)

五
八

利
他
的
方
面
に
重
き
を
置
き
、
自
己
を
捨

て
＼
他
を
救
濟
せ
ん
こ
す
る
の
が
大
乗
菩
薩
の
使
命
な
り
ご
考

へ
ら
る
、

に
至
り
、
自
然
戒
相
の
配
列
に
も
小
乗

ご
相
異

つ
花
配
列
を
見

る
に
至
っ
π
。
即
ち
最
も
他
人
を
悩
ま
す
こ
ご
の
甚

し
き
も
の
を
第

一
に
置
き
、
順
突
之
に
な
ら
つ
て
婬
戒
は

第
三
位
に
置
か
る
＼
に
至
つ
花
ご
言
ふ
の
で
あ
る
。
「
婬

但
防
レ邪
。
殺
盗
不
レ爾
故
居
'後
」
(梵
綱
戒
本
疏

紀
要
巷
三

)
ご
。
殺
、
盗
は
他
人
に
損
害
を
與

へ
る
程
度
が
甚
し
き
故
に
先
き
に
置

き
重
罪
な
り
こ
な
し
π
の
で
あ
る
ご
。
元
よ
り
殺
、
盗
、
婬
の
配
置
に
就
き
て
は
前

越
せ
し
如
く
、
原
始
佛
敢
時
代

既

に
存
し
て
居
だ
の
で
、
大
乗

に
至
つ
て
初
め
て
斯
く
の
如

き
配
列
が
成
立
し
だ
の
で
は
な

い
か
ら
、
梵
綱
の
こ
の

所
説
を
其
の
儘
取
り
入
れ
る
事
は
出
來
な

い
が
、
然
し
戒
に
樹
す

る
大
乗
の
思
想
を
見
る
事
が
出
來
、
梵
綱
十
重
禁

戒

の
配
列
に
は
、
か
、
る
考

へ
が
基
礎

こ
な
つ
て
居

る
事
を
も
推
察
す
る
事
が
出
來
る
。
次
に
そ
の
戒

文

を

見

る

に
、若

佛
子
。
自
婬
。
敷
レ人
婬
。
乃
至

一
切
女
人
不
'得
噛故

婬
]。
婬
因
婬
縁
婬
法
婬
業
。
乃
至
蓄
生
女
諸
天
鬼
神
女
及

非
道
行
レ婬
。
而
菩
薩
懸
7季

孝
順
心
↓救

度

一
切
衆
生
一浮
法
畢

人
。
而
反
更
起
-二

切
人
婬
ネ

揮
昌蓄
生
一。

乃
至
母

女
姉
妹
六
親
行
レ婬
無
・慈

悲
心
一者
、
是
菩
薩
波
羅
夷
。
(
日
本
大
藏
紹

大
乗
律
章
一
)

右
の
丈
は
前
殺
生
戒

の
そ
れ
ご
同
じ
く
三
段
に
分
も
第

一
段
を
不
懸
(悪
)
第
二
段
を
鷹
(
難
)
第
三
段
を
結
(
繊
救
を
)

こ
な
し
て
見

る
事
が
出
來
る
が
、
叢
に
は
全
文
に
封
す
る
解
は
さ
け
て
、
唯
そ
の
中
婬
因
婬
縁
等

に
就

て
の
謎
を

の

み
出
す

こ
ご
、
す
る
。



染
心
暦
惟
矧
掃
囚
。
邪
想
嚴
飾
爲
ツ縁
。
姿
則
軌
儀
爲
'法
。
念
念
趣
昌成
前
畜
鱒爲
レ業
。
(
菩
薩
戒
経
會

疏
集
註
巷
四
)
。

戒
丈

に
も
あ
る
如
く
慈
悲
心
、
孝
順
心
は
大
乗
菩
薩

の
生
命
ご
す

る
所

で
、
総
て
こ
の
心
に
於
て
な
さ
る
べ
き
で

あ
り
、
こ
の
心
に
佳
し
て
利
他
の
爲

の
故
に
な
す
な
ら
ば
假
命
そ
の
形
式
は
如
何
に
も
あ
れ
、
悉
く
菩
薩
の
行
爲

こ

し
て
是
認
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
故

に
こ
の
戒

に
於
て
も
、
殺
生
戒
の
場
合

ざ
同
じ
く
利
他
の
爲

に
は
開
門
が
立
て

ら
れ
て
ゐ
る
。
今
同
じ
く
大
乗
戒
中
の
喩
伽
戒

に
於

て
之
を
調
す
る
に
、

菩
薩
庭
轟在
居
塞

。
見
下有
毎

邑
現
無
繋
属
習
甦

欲
塗

繊
心
菩
薩
求
中非
梵
行
魂。

(中
略
)
方
便
安
虜
命
・種
善

撰

。
亦

當
倉
7其
捨
ネ

善
業
㌔

佳
轟慈
感
心
一行
ゆ非
梵
行
占。
錐
レ習
一如
レ是
繊
染
之
法
一。
而
無
・所

犯
一多
生
・功

徳
一。
(喩
伽
師
地
論

管
第
四
+
一
)

帥
ち
救
濟
利
民
の
爲

に
行
ひ
、
そ
れ
に
染
む
こ
ご
な
く
ば
犯
戒
こ
な
ら
な
い
の
み
な
ら
す
多
く
功
徳
を
生
す

ご
さ
れ

て
居

る
。
斯
く
の
如
き
は
、
小
乗
の
形
式
圭
義

ご
は
大

い
に
趣
き
を
異
に
す

る
所
で
あ
る
。

要
之
、
大
乗

に
在

つ
て
は
小
乗
ご
異
り
、
そ
の
精
紳

に
重
き
を
貴
く
も
の
に
し
て
、
慈
悲
利
他
の
心

に
佳
し
.
不

染
不
着

に
し
て
之
を
行
す
れ
ば
何
等
犯
戒

こ
な
る
事
な
く
、
若
し
煩
悩
、
欲
心
を
以
て
行
す
る
な
ら
ば
、
人
間
は
も

ざ
よ
サ
非
人
畜
生

ご
之
を
行
す

る
ε
錐
も
、
皆

こ
れ
罪
悪
な
り
ご
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
否
行
ぜ
ざ
る
に
於
て
も
、
欲

心
を
起
し
そ
れ
が
爲

め
に
欄
ま
さ
れ
る
な
ら
拭
、
既
に
犯
行
し
元
る
ご
何
等
異

る
な
し
ご
見
ら
る
可
き
で
あ
る
。「
淫

繋
経
」
に
「
錐
レ不
シ交
シ女
。
壁
外
遙
聞
昌女
理
路
聲

。
心
生
昌愛
着
一。
成
シ欲
破
レ戒
云
云
」
(佛
戒
狸
語
)
。
叉
聖
書
に
「
凡
そ
婦
を

見
て
色
情
を
起
す
者
は
、
中
心
す
で
に
姦
淫
し
に
る
也
」
(馬
太
傳
第

五
章
二
八
)

輝
戒

と
五
戒
(二
)

五
九



暉

戒

と

五

戒
三
)

六
〇

「
目
冨
け
乏

ゴ
。
8
0
く。
=

o
。ぎ
けゴ

8

魯
毛
o
B
碧

8

ピ
鴇

齢

興

冨
『
訂

窪

。
○
日
B
津
静a

巴
葺

o
蔓

≦
窪

ず
。
機
葺

$
受

ぎ

ぼ
ω
び
$
昼
」
(宮
。
≦

日
8
欝
B
o碁

ω
鉾
冨
醤
夢
Φ≦
も
冨
℃
・
い
・)
ご
言

へ
る
如

く
、
既

に
心

の
圓

満

が
破

せ
ら

れ
π

る

な

ら
ば
.

こ
れ
犯

行

こ
な
し
把

る
ざ
何

等
選

ぷ
所
な

き
も

の
で
あ
る
。

功

灘
戒

に
於

け

る
婬
戒

く戒

に
於

て
は
各
戒

に
封

し

て
、
総

て
見
性

を
基
調

こ
し

て
説

か
ん

こ
す

る
故

に
、

こ
の
婬

戒

に
封
し

て
も
元

よ
り

一
般

㊨
解

ご
は
趣

を
異

に
す

る
も

の
が
あ

る
。
「
捕
山

和
泥

合
水
集

」
に

「
見
性

の
カ
を

以
て
迷
情

を
照
破
す

れ
ば
、

衆
生

界
相
績

せ
す
是

れ
不
婬
欲
な

り
。
」
(揮
門
法

語
集

)
ご
云
ひ
、
或
は

こ
の
反
鋤
を
「
迷
情

を
生

す

る
時
偽
佛

種
を
陀
ち
生

死

輪
廻

の
業
因

を
相
績

す

る
是

れ
邪
婬
な

り
。
」
こ
の
べ
て
居

る
。

以

て
藤
門

よ
り
見

だ

る
邪

婬
戒

の
意

義
を
知

る

こ

ε
が
出
來

る
。
又

達
磨

戒
文

に
「
自

性
露
妙
於
昌無
著
法
中
一。
不
レ生
昌愛
着
見
一。
名
爲
轟不
婬
欲

戒
一。
」
(輔
叡
)
ビ
。
即
ち

自
性

に
し

て
露
妙

な
ら
ば
、
諸

法
の
實

相
を
見
照

す

る
こ
ご
が
出
來

る
故

に
、

元
來
無
相
無

佳
な

る
法

に
愛
着

を
生

す

べ
き

で
は
な

く
、
愛
着

な
き
が
故

に
婬
戒

の
犯

さ

る

べ
き
は
な

い
。
然

る
に
迷

情
生
じ

て
諸

法

の
實
相

そ
の
儘

を

見

る
事
が
出
來
す
、
無

看

の
當
禮

に
貧
愛

執
着

の
念

を
生
じ
、
李
等

一
如

の
佛
性

海
中

に
在

つ
て
、

狼
り

に
男

女

の

相
を
起
し
、

相

に
依

つ
て
執
着

を
生

じ
.
執
着

に
依

つ
て
業

を
作
り
生
死
輪
廻

を
ま

ぬ
が
れ

な

い
の
で

め
る
。

圓
畳

経

に
「
一
切
諸

法
皆
眞

如
相
。
無

一男
女
相
u。
無
二自

他
相
一。
無
ツ犯
無
シ持

。
名

剛眞

持
戒
昌。
」

ど

あ
る
如

く
、

諸
法
を
眞

如

の
顯
現

な
り

ご
見
、
李
等

一
味

の
當
禮

に
住
し

て
男
女

の
相
を

生
せ
ざ
れ

ば
持

も
な
く
犯

も
な

い
の
で
あ
る
。
換



言
す
れ
ば
、

こ
の
諸
法
實
相

の
立
場
に
在

つ
て
は

一
切
悉
く
佛
法
な
ら
ざ
る
は
な
く
、
佛
法
中
に
於
て
は
善
悪
正
邪

の
樹
立
は
な
き
故

に
、
犯
戒
の
あ
る
べ
き
筈
は
な
く
、
此
の
境

に
於
て
は
爲
す
所
悉
く
如
法
な
ら
ざ

る
無
き
に
至
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
爲

に
は
先

づ
見
性

の
カ
を
以
て
迷
情
を
照
破
し

一
佛
性
無
着
の
當
禮
を
徹
見
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
あ

時
砦

不
邪
婬
戒

(不
婬
戒

)
の
根
黍

確
立

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

度

こ
の
境

に
至
段

塞

縛
さ
る
る

こ

ご
な
く
、
男
女

の
相
あ
れ
ど
も
其

の
相
を
見

す
、

相
を
見

る
も

之

に
執

着
す

る
こ

ご
な
く

、
愛
着

の
念

を
離

る
＼

が
故

に
時

舟
の

當
位

に
安

佳
し
得
、
立
庭

に
自
由

の

活
現
を
な

し

て
生
き

て
行

く

こ
ご
が
出

來

る
の
で
あ

る
。
「憾

無
所

佳
而
生
其

心
」
(金
剛
経

)
の
境

を
禮

し
得

る
の
で
あ

る
。
「
藤
戒

本
義
」
に
、

「
三
輪
清
浮
無

レ所

希

望

諸
佛
同
道

者

也
。
」
ご
云

へ
る
は

正
し
く

こ
の
意

に
し

て
、
身

口
意
若

し
く

ば
貧
瞑
療

の
三
者
清

浄
な
れ

ば

一
切

の
法

に
劉

し
て

希

望
な
、ぐ
愛

看
な
く
、

菰

に
於

て
法
を

し
て
法
位

に
安
佳

せ
し
め
得

る
の
で

あ
る
。

此
の
「
三
輪
清
浮
云
去
」
の
語
は
元
來
永
奉
教
授
戒
文
の
丈
に
し
て
、
之
を
引
用
せ
る
も
の
、
書
に
依
り
て
置
く
所
を
異
に
し
、
「暉
戒
妙
」
及
び
「
輝

戒
本
義
」
に
は
婬
欲
戒
の
所
に
引
き
、
「宗
傳
戒
丈
試
参
藷
」及
び
「暉
戒
篇
」等
に
は
楡
盗
戒
の
所
に
引
用
し
て
居
る
。
今
は
前
者
に
從
ヘ
リ
。

斯
く
自
己

は
當
位

に
佳

し
、

立
庭

に
全

一
を
現

じ
又

注
を
し

て
法
位

に
佳
せ
し
む

る
庭

に

此

の
戒

の
法
理

的
基
礎

が
存

す

る
の
で
.
若

し
法
、
法
位

に
佳

せ
ざ

る
時
は
、
世

の
秩
序
齪
れ
、
天

地

の
正
道

は
壊

さ
れ
で

個

々
そ

の
全

徳

を
登
輝
す

る
事

が
出
來
な

い
。

故

に

一
切

を
し

て
時
、
慮

、
位
置

に
安

佳

せ
し

め
る
事

が

こ

の
婬
戒

の
相

で
あ

る
。

「
邪
婬
を
恣

に
す

る
ご
き
は
孤
濁

の
身

藍

も
治

ま
ら
す
。
況

や
國

美

臣

に
於

て
を

や
。
」
(爲
霜
暉
師
法
語
ま

す
ほ
の
す
エ
き

〉
ご
あ

る

課岬

戒

と

五

戒

(
二
)

六

一



輝

戒

と

五

戒
(二
)

山ハ
ニ

如

く
、
君
臣

上
下

の
別
を
失

し
、

人
倫

男
女

の
道

の
相
齪

る
、
は
即
ち

こ
の
戒

を
破

る
所

よ

り
現
は

る
、
の
で
、

個

々
が
各

の
法
位

に
安
佳

し
、

身
心
を
清
浮

な
ら
し

め
た
な

ら
ば

自

ら
正
道

が
立

つ
の
で
あ

る
。
「
信

は

僑

の
あ

る

べ

き

や
う
。

俗
は
俗

の
あ

る
べ
き
や
う
な

り
。
乃
至
帝
王

は
帝

王

の
あ
る

べ
き
や
う
。
臣
下

は

臣
下

の
あ
る

べ
き
や
う

な
り
。

こ
の
あ

る

べ
き

や
う
を
背
く
故

に

一
切
悪

し
き

な
り
。
」
(
明
恵
上

人
法
語
)
ご
。
言

へ
る
如
く

、
あ

る
べ
き
機

に
な
せ

ば
天
下
は
李
隠

で
あ

る
。
易

に
曰
く

「
威
亨
。

利
'貞
取
レ女
吉
。
」
「
天

地
威
而

萬
物
化
生

」
(威

象

傳
)
。
男

女
、
陰

陽

そ

の
位

を
正
し
く
し

て
相
威

じ
合

ふ
時

は
大

い
に
亨

る
の
で
あ

る
。

元
來
、
天

地
陰
陽
男
女

爾
性

あ

つ
て
始

め

て
宇

宙
成
生
も

、
人
類

の
曇
達

も
な
し
得

る
の

で
あ
り
、
從

つ
て
正
婬

な
ら
ば

こ
れ

法
性

の
縁
起

に
從
順

せ
る
正
當

な

る
行
爲
な

リ

ビ
言
は
な

け
れ

ば
な
ら
な

い
。

故

に
佛
敷

に
於

て
も
在

家

の
者

に
樹

し

て
は

當
然

之

を

許

さ
れ

る
の
で

あ
り
、
唯
出
家
修
道

者

に

樹
し

て

の
み

之
を

禁

す

る
の
で
あ

る
。

「
出
家

に
ば
か
り
不

婬
を

い
ま

し
め
ら

る

る
は

佛
道

深
廣

に
し
て
、
其

の
旨
極

め
難

し
、
妻
子

等

の

諸
念

愛
着

の
念

あ
り

て
は
到

り
難

し
。
」
(ま
す
ほ
の

す
エ
き

)
ざ
。
爲
霧
膵

師

が
述

べ
た

る
如
ー
、

一
に
そ
は
修
道

上

の
大
障
響

な

る
が
故

に

禁
ぜ
ら
れ

る
の
で
あ

る
。

若

し
そ
れ
前

述

の
如
く
、
眞

に
佛

地

に
遊
化

し
得

て
無

執
無
着

な
ら
ば
、
形

の
上
で

の
犯

戒
は

、
繹
戒

の
立
場

か

ら

い

へ
ば
、
強

い
て

答

め

る
虜

で
は
な

い
。
要
は
煩
悩
心
、

愛
着
心

の
有
無

に
よ
り

て
、

そ

の
犯
・
非
犯

は

決

せ
ら

る

べ
く
、

一
般

に
樹
し

て
は
邪

な
ら
ざ

る
正
婬

は
安
當

な
り

ご
さ
れ

る
の

で
め
る
。
斯

く

て

こ
そ

法
を
し

て
法
位

に



佳
せ
し
む
る
事
が
出
來

る
。
此
の
故
に
慈
雲
大
和
上
曰
く
。
「
男
子
に
て

根
具
足
せ
ざ
れ
ば
、
天
の
徳
を
全
く
す
る

こ
ご
は
な
ら

漁
。
女
子
な
ら
ば
、
女
子
に
て
根
具
足
せ
ざ
れ
ば
、
地
の
徳
を
全
く
す

る
こ
ご
は
な
ら
ぬ
。
此
の
天
地

の
徳
を
備

へ
、
人
の
人
だ
る
道
を
全
く
せ
し
上
に
、
法
器
に
も
な
る
べ
ぐ
瀕
人
天
の
師
位

に
も
至
る
べ
き

こ

ご
ぢ

や
。
」
(
+
善
法
語

雀
第
三

)
ε
。
叉
律
文
を
引
き
、

一
人
の
愚
擬

の
者
自
ら
婬
心
の
制
し
難
き
を
憂

へ
、
其
の
根
を
壊
さ
ん
ご
せ

し
に
佛
陀
は
之
を
誠

め
、
「
根
不
具
足
の
者
は
解
脱
憧
相
の
袈
娑
を
着
す
る
器
な
ら
す
云
云
。」

ざ
告
げ
ら
れ
把
ざ
述

べ
て
ゐ
る
。

然
れ
ど
も
世

に
「
蝸
齪
の
蔭

に
女
あ
り
。
」
の
諺

の
如
く
、
往

存
に
し
て
此
の
戒
の
破
ら
る
、
が
故
に
之
を
誠
め
る

事
叉
切
な
る
も
の
が
あ
る
。
「
凡
そ
婬
を
誠
む
る
事
は
。
諸
妄
の
根
源
。
輪
廻

の
根
源
な
る
故
な
り
。
依
レ婬

一
切
悪

を
生
す
る
な
り
。
能
能
可
・恵
慮
一也
。
」
(騨
戒
)
又
僧
砥
律

に
「
可
p畏
之
甚
。
無
レ過
昌女
人
㌔
」
ご
言
ひ
、
藤
家
鞄
鑑
に

「
帯
・婬
修
・藤
如
・蒸
・沙
作
・飯
。
」
(鰍
調
淋
顎
臓
櫛
炉
醐
ガ
)
等
種

々
の
書
枚
畢
に
暇
な
き
程
で
あ
る
。

要
す
る
に
不
邪
婬
戒

ビ
は
天
地
和
合
の
義
に
順
じ
て
正
し
き
事
で
あ
り
、
不
婬
戒
は
愛
着
の
心
を
滅
し
欲
心
を
防

ぎ
、
無
漏
道
に
達
せ
し
め
る
大
道

で
あ
る
。

恥

優
婆
塞
の
邪
婬
戒

(

.

最
後
に
優
婆
塞
に
關
し
て

一
言
す
れ
ば
、
彼
等
に
封
し
て
は
出
家
ざ
異
な
り
、
正
婬
の
認

め
ら
れ
て
ゐ
る
事
は
前

蓮

の
如
く
で
あ
る
。

輝
戒

と

五
戒
(二
)

六
三



縄

戒

と
五
戎
(
二
)

六
四

正
婬
ご
は
言

ふ
迄
も
な
く
薗
妻

こ
の
行
欲
を
意
味
し
、
そ
れ
以
外
の
者

ご
交
は
る
事
は
邪
婬
で
あ
る
。
優
婆
塞
戒

経
に

r

若
爲
父
母
兄
弟
國
王
之
所
守
護
。
或
先
輿
他
期
。
或
先
許
他
。
(中
略
)
如
是
人
邊
作
非
梵
行
。
得
邪
婬
罪
。
(剛
仁
ガ
)

晶

し
、
此
の
他
種
々
邪
婬
こ
な
る
場
合
が
畢
げ
ら
れ

て
居
る
。
但
し
優
婆
塞
五
戒
相
経

(寒
+
、

五
+
二
)

に
依
れ
ば
、
自

妻
以
外

に
在
つ
て
も
、
婬
女
ご
交
は
り
し
時
は
相
當

の
代
償
を
支
彿

へ
ば
無
犯
ご
さ
れ

て
居
る
。
又
自
妻

こ
の
場
合

に
於
て
も
、
邪
婬

ご
さ
れ
る
時
が
あ

る
の
で
若
し
非
時

(妊
娠
、
授
乳
、
齋
戒
時
)
、
非
庭

(道
邊
、
塔
廟
邊
、
大
會

庭
、
人
前
等
)
、
非
道

(産
門
外
)
.
の
何
れ
か
に
於
て
行
す
る
時
は
不
可

で
あ
る
。
(遡
齢
礁
脚
娃
甑
)

邪
婬
の
中
に
輕
重
を
定
め
、
重
煩
惜
よ
り
犯
せ
ぱ
重
、
輕
煩
悩
よ
り
な
せ
ぱ
輕
。
所
生

の
母
及
び
羅
漢
尼

ざ
非
梵

行
を
行
す
れ
ば
最
も
重

い
ξ

れ
て
居
る
。
(
懲

筆

そ
の
他
悪

す
る
も
和
合
す
る
に
至
ら
ざ
る
か
、
或
は
婬
す

る
に
至
ら
ざ
れ

ば
輕
く
見
ら
れ

て
居

る
。
優

婆
塞

五
戒

相
経

に
、

「
若
登

心
欲
葭行
婬
一。
未
趙和

合
蝋者
犯
下

可
.悔

。
若

二
身

和
合
止
不
レ姪
。
犯
中
可
.悔
。
」

(寒
+
、

玉
+
二
)

邪
婬

の
封
象

こ
し

て
は
、
前

述

の

波
羅
夷

の
時

ご
同

じ
く
人

・非

人

・畜
生

・
男
女
黄
門
等

を

畢
げ

、
行
欲

の
庭

こ

し
て
は
同

じ
く
三
庭

(大
、
小
便

慮
、

口

)
が
引
暴

せ
ら
れ

て
居

る
。

右

の
外
優

婆
塞
戒
経

に
於

て
は
、

貧

・瞑

・療

に
配

し

て
説

き
、若

爲
麟自
樂
雪行
轟非

梵
行
鋼。
是
名
レ從
レ貧
田
婬
怨

春
属
"是
名
シ從
ツ瞑
。
於
葭所
生

母
一作
蛤非
梵
行

一。
是
名
聖從
Ψ癖
。
(
列
二
、

四
+
入
)



若
し
ヌ
戒
を
犯
し
陀
者

に
は
各
戒

に
夫

々
悪
果
あ
り
こ
し
、
不
邪
婬
戒
を
犯
し
把
者
に
も
現
在
悪
果
、
後
世
悪
業
果

報

の
二
種
あ
り
置
説

い
て
居

る
。

現
在
悪
果

ご
は
、
自
他
の
身
を
謹
る
能
は
す
、
衆
生
に
疑
は
る
、
財
物
を
失

ふ
、
壽
命
短
促
等
。
後
世
悪
業
果
報

ざ
は
、
地
獄
に
堕
す
、
無
量
苦
…悩
を
受
く
等
な
り
。

六

結

論

以
上

五
戒

中
、
殺

・
婬

二
戒

を
記
載

せ
し

に
止

ま
り
し
が
、
各
章

の
絡
り

に

明

せ
し
如

く
、

藤
戒

の

究

極
的
立
場

は
見
性

の
境
地

に
在

り
、

こ
の
見

性
を
基
調

こ
し
て
以

て
、
各
戒

を
意
義

附

け
ん

こ
す

る
の

で
あ

る
。
故

に
要

は
、

見

性
解

脱
し

て
戒

・灘

一
如

の
當
燈

を
把
握

し
、

其
慮

に
戒

の
源

を
確
立
す

る
に
あ

る
。

斯

く

て
其

の
根
源

に
立
脚

し

て
爲
す

行
爲

は
、
任
蓮

に
し

て
如
法

な
ら
ざ

る
な
く

、
萬

境

に
随

つ
て
軸

す

る
ご
錐

も
、

一
も
戒

を
犯

か
す

こ

ざ
は
な

し

ビ
す

る
の
で
あ

る
。
故

に
「
擁
山
和
泥

合
水
集
」
に
も

、
持

戒

を
説

い
て
曰
く
。

「持

戒

こ
い

へ
ば
、
佛
性

も

こ
よ

り
清
浄

に
し

て
、
六
根

の
圭
な

り
ε
錐

も
、

六
塵

に
染
ま
す

。

是
れ
を
悟

る

者
、

自
然

に
身
心
相
憾

し

て
、

正
戒

の
相

を
も

こ
ら
す
.
邪
念
を

も
趨
さ
ざ

る
是
れ

な
り
。」
ご
。
郎

ち

正
邪
善
悪

を
超

趣

し
、
是

れ

に
染
む

こ
ざ
な
き
、
是

れ
を
眞

の

清
浮
持
戒

こ
い
ふ
の
で
あ
る
。

又

曰
く
。
「
自
心

に
迷

へ
ば
、
諸
戒
皆

破

れ
、
見
性

す
れ
ば
、

…
切

の
戒
律

一
時

じ
圓

持
す
。
」
ご
。

更

に
曰
く
。
「
も
し
此

の
戒

を
-受

持

し

つ
れ
ば

一
得
永

麗
一
戒

と

黒

戒

(
二
)

■

山ハ
五



暉

戒

と

五

戒
(
一一)

六
六

不
失

に
し
て
霊
未
來
際

に
至

る
ま
で
、
逡

に
破

る
る
こ
ご
な

し
。
」
ざ
。

又
同
じ
意
昧

を
「
灘
家

編
鑑

」
に
は
云

ふ
。

諦
胴観

殺
盗
婬
妄
從
邑
一
心
よ

起
轟。
當
庭

便
寂

何
須
呂更
断

"。

知
"幻
帥
離
。
'
不
.作
薗方
便
一。

離
シ幻
即
畳
。

亦
無
ぼ漸

塗

。
(
日
本
績
藏
、
第
一
輯
、
第
二
篇
、

第
十
七
套
、
第
五
珊
、
四
五
九
頁
)

(完
)

「
附

言
」

稿

を
絡
る
に
當
り
「
訂
正
不
充
分
に
し
て
丈
字
通
リ
の
齪
文
を
連
ね
た
る
事
を
多
謝
致
し
ま
す
。
且
叉
、
「
五
戒
」
全
部
を
載

せ
る
筈
な
り
し
も
、
頁

鍛

の
都
合
上
其

の
中

の
殺
・婬

二
戒

に
制

限
せ
し
事
を

御
領
承
願
ひ
ま
す
。
右

の
二
戒

は
五
戒
中
、
最
も

重
要
な
る
も
の
と
思
は
れ
た
る
が
散

に
、
是

を
選
ん
で
記
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
o

又
私

の
論
文
に
封
す
る
態
度
は
、
珍
本
古
籍
を
蒐
集

し
て
前
入
未
階

の
地

に
筆
を
蓮
ば
ん
と
し
た

の
で
は
な
く
し
て
、
既

に
数

へ
ら
れ
た
所
を
基
礎

と
し
、
刊
行
本

に
依

つ
て
或

は
系
統
を
立
て
て
見

た
い
と
願

つ
た
次
第
で
す
。


